
２００６．　．　 （　）１２ １１ ５

ご
み
処
理
は
ル
ー
ル
に
従
っ
て
！

11

ご
み
の
適
切
な
処
理
に
つ
い
て
□問
 

ご
み
減
量
課
11
７
９
７
・
０
５
３
０

市の業務のお問い合わせは、町田市コールセンター11０４２・７２４・５６５６

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態

を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成　

年
６
月
に
「
拉

１８

致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
、
毎
年　

月　

日
〜

１２

１０

　

日
が
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

１６週
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
喫
緊
の
国
民
的
課
題
で
あ

る
拉
致
問
題
の
解
決
を
始
め
と
す
る
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の

対
処
が
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む

　

月　

日
〜　

日
は

１２

１０

１６

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓

発

週

間

で

す

べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３

３
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７

【
大
掃
除
の
季
節
で
す
が
…
】

　

洗
剤
は
適
量
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
不
要
に
な
っ
た
農
薬

・
殺
虫
剤
な
ど
の
薬
品
、
ガ
ソ
リ
ン
や

灯
油
等
は
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

【
油
や
野
菜
く
ず
を
流
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
】

　

こ
れ
ら
を
下
水
道
に
流
す
と
、
下
水

道
管
を
詰
ま
ら
せ
た
り
、
下
水
処
理
水

の
水
質
を
悪
化
さ
せ
た
り
し
ま
す
。

　

残
っ
た
油
は
熱
い
内
に
オ
イ
ル
ポ
ッ

ト
な
ど
で
こ
し
、
冷
暗
所
に
保
管
し
て

再
利
用
す
る
な
ど
、
使
い
切
る
工
夫
を

下
水
道
は
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

お
願
い
し
ま
す
。

【
排
水
処
理
槽
の
な
い
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ

は
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
】

　

下
水
道
管
の
詰
ま
り
や
腐
食
、
下
水

処
理
場
で
の
処
理
が
困
難
に
な
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
単
体
デ
ィ
ス
ポ

ー
ザ
は
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
排
水
処
理
槽
を
設
け
た

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
で

あ
れ
ば
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
当
シ
ス
テ
ム
は
、
専
門
の

維
持
管
理
業
者
に
よ
る
適
正
な
維
持
管

理
及
び
水
質
測
定
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

□問
 

水
質
管
理
課
11
７
２
０
・
１
８
２
４

　
　

月　

日
（
木
）
か
ら
、
小
山
町
・

１２

２１

下
小
山
田
町
の
各
一
部
で
公
共
下
水
道

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
利
用
が
で
き
る
区
域
に
建
物

を
所
有
し
て
い
る
方
に
は
、
切
り
替
え

工
事
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
指
定
工
事
店

名
簿
を
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
利
用
開
始
に
伴
い
、

図
面
等
を
ご
覧
（
縦
覧
）
に
な
れ
ま

す
。

○
縦
覧
日
時　
　

月　

日
（
火
）
〜　

１２

１２

２０

日
（
水
）
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

○
縦
覧
場
所　

下
水
道
部
業
務
課
（
成

瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

【
切
り
替
え
工
事
に
つ
い
て
】

　

く
み
取
り
便
所
（
し
尿
浄
化
槽
を
含

む
）
を
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事

は
、
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
切
り
替
え
工
事
に
対
す
る

費
用
の
一
部
を
お
貸
し
す
る
貸
付
金
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

【
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工
事
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
】

　

く
み
取
り
便
所
の
家
庭
は
３
年
以
内

に
、
浄
化
槽
使
用
の
家
庭
は
遅
滞
な
く

（
１
年
以
内
に
）
公
共
下
水
道
へ
の
切

り
替
え
工
事
を
し
て
下
さ
い
。

小
山
町
・
下
小
山
田
町
の
各
一
部
で

公
共
下
水
道
が

利
用
で
き
ま
す

【
工
事
は
必
ず
指
定
工
事
店
で
】

　

市
の
指
定
工
事
店
と
偽
り
、
下
水
道

利
用
（
予
定
）
区
域
内
で
、
宅
地
内
に

お
け
る
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工

事
（
浄
化
槽
か
ら
の
切
り
替
え
工
事
を

含
む
）
を
勧
誘
す
る
業
者
が
い
る
よ
う

で
す
。
市
で
は
一
定
の
水
準
を
有
す
る

技
術
者
が
専
属
し
、
市
長
が
指
定
を
し

た
工
事
店
で
な
け
れ
ば
公
共
下
水
道
へ

の
切
り
替
え
工
事
が
で
き
な
い
指
定
工

事
店
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
工
事
を

申
し
込
む
際
に
は
、
必
ず
指
定
工
事
店

か
ど
う
か
確
認
し
て
契
約
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

□問
 

下
水
道
部
業
務
課
11
７
２
０
・
１
８

３
３

【
難
病
者
・
内
部
障
が
い
者
お 
喋 
り
倶

し
ゃ
べ

楽
部
】

　

内
部
障
が
い
や
難
病
等
を
お
持
ち
の

方
同
士
が
自
分
の
こ
と
を
話
し
た
り
、

他
の
人
の
話
を
聞
い
た
り
し
な
が
ら
生

活
上
の
問
題
や
悩
み
な
ど
の
解
決
の
糸

口
を
探
り
、
今
の
生
活
を
よ
り
良
く
し

て
い
く
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

○
対
象　

内
部
障
が
い
や
難
病
等
を
抱

え
て
い
る
方
（
基
本
的
に
全
回
出
席
で

き
る
方
）

○
期
日　

１
月　

日
、　

日
、
２
月　

１４

２８

１１

日
、　

日
（
隔
週
日
曜
日
、
全
４
回
）

２５

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田
ほ
か

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
申
し
込
み　
　

月　

日
〜
１
月
５
日

１２

１１

に
電
話
で
町
田
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
障
が
い
者
生
活
支
援
事
業
部
（
11

７
２
４
・
８
６
１
６
）
へ
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

７ 町
田
市

障
が
い
者
生
活
支
援
事
業

【
町
田
の
遺
跡
か
ら
わ
か
る
縄
文
人
と

自
然
】

　

独
創
的
な
土
器
で
代
表
さ
れ
る
縄
文

時
代
の
文
化
と
生
活
の
様
子
を
、
当
時

の
自
然
環
境
の
視
点
か
ら
お
話
し
し
ま

す
。
実
際
に
出
土
し
た
土
器
・
石
器
に

触
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前
９
時

１２

１７

　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

○
会
場　

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館

○
講
師　

社
会
教
育
課
職
員
（
学
芸

員
）

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
申
し
込
み　
　

月　

日
〜　

日
に
電

１２

１１

１６

話
で
忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
（
11
７
９

２
・
１
３
２
６
）
へ
。

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

忠
生
公
園

講

演

会

【
版
で
遊
ぼ
う
！
第
７
回
銅
版
画
一
日

教
室－

ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト－

】

　

い
く
つ
か
あ
る
銅
版
画
技
法
の
中
か

ら
、
手
軽
な
ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
と
い
う

方
法
で
銅
版
画
を
楽
し
み
ま
す
。

○
対
象　

未
経
験
者
、
初
心
者
の
方

○
日
時　

１
月　

日
（
土
）
午
後
１
時

２０

　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

同
館
版
画
工
房

○
内
容　

単
色
の
銅
版
画
（
約　

×
１２

　
　

）
の
制
作

１５
cm

○
講
師　

同
館
学
芸
員
（
普
及
担
当
）

○
定
員　
　

人
１２

○
費
用　

１
２
０
０
円

【
創
作
講
座
／
木
版
画　

木
版
の
ひ
ろ

が
り
・
い
ろ
い
ろ
張
り
付
け
て
版
を
つ

く
ろ
う
】

　

私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
も
の

を
題
材
に
し
な
が
ら
、
油
性
木
版
画
を

楽
し
み
ま
す
。

○
対
象　

未
経
験
者
、
初
心
者
の
方

○
期
日　

１
月　

日
〜
３
月　

日
の
毎

１０

１４

週
水
曜
日
（
全　

回
）

１０

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

同
館
版
画
工
房
、
ア
ト
リ
エ

国
際
版
画
美
術
館

○
内
容　

油
性
木
版
画
（
多
色
刷
り
）

○
講
師　

版
画
家
・
お
か
も
と
ひ
ろ
こ

氏○
定
員　
　

人
１４

○
費
用　

１
万
８
０
０
０
円

※
申
込
締
切
日
が　

月　

日
に
変
更
に

１２

２１

な
り
ま
し
た
。

◇

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
各
講
座

１
人
１
枚
）
の
往
信
面
に
講
座
名
と
開

催
期
日
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
年
齢
（
講
座
の
内
容
、
進
行
に
必

要
。
記
入
は
任
意
）
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、　

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
国

１２

２１

際
版
画
美
術
館
普
及
係
（
〒　

－

０
０

１９４

１
３
、
原
町
田
４－

　

－

１
、
11
７
２

２８

６
・
２
８
８
９
）
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
市
内
在
住
者

及
び
同
館
講
座
の
受
講
経
験
の
無
い
方

を
優
先
の
う
え
抽
選
し
ま
す
。

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

問

町
田
市
民
ホ
ー
ル
1
７
２
８
・
４
３
０
０�

□�

　

青
竹
の
器
で
お
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ

う
。
花
入
れ
、
酒
器
、
は
し
、
皿
な
ど

を
作
り
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
祝
）
午
前
９
時

１２

２３

　

分
〜
正
午

３０○
会
場　

同
公
園
「
森
の
家
」

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１５

○
申
し
込
み　
　

月　

日
以
降
の
、
午

１２

１１

前
９
時
〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
か
し
の
木
山
自
然
公
園
「
森
の

家
」
（
11
７
２
４
・
１
６
６
０
）
へ
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

か
し
の
木
山
自
然
公
園

正
月
用
竹
細
工

　

い
ろ
い
ろ
な
科
学
の
問
題
に
つ
い
て

み
ん
な
で
予
想
を
立
て
て
実
験
を
し
、

科
学
を
楽
し
み
ま
す
。

○
対
象　

小
学
３
年
生
以
上
の
方

○
期
日　

１
月　

日
、　

日
、
２
月　

１３

２７

１０

日
、　

日
、
３
月　

日
、　

日
（
い
ず

２４

１０

２４

れ
も
土
曜
日
、
全
６
回
）

○
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

○
会
場　

旧
緑
ヶ
丘
小
学
校

○
内
容　

「
三
態
変
化
」

○
講
師　

仮
説
実
験
授
業
研
究
会
会
員

ま
ち
だ
科
学
の
里

○
費
用　

９
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
、

教
材
費
な
ど
）

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
に
住
所
・
氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
仮
説
実
験
授
業
研
究
会
町

田
サ
ー
ク
ル
（
〒　

－

０
０
３
３
、
木

１９４

曽
町
１
７
９
０－

５　

Ｅ
メ
ー
ルk

a
g
a

k
u
n
o
sa
to
@
d
o
c
o
m
o
.n
e
.jp

）
へ
。

※
実
施
要
項
、
参
加
申
込
書
を
送
り
ま

す
。

□問
 

児
童
青
少
年
課
11
７
２
４
・
２
１
８

２

　

２
０
０
７
年
４
月
９
日
〜
８
月　

日
３１

ま
で
、
空
調
設
備
等
の
施
設
改
修
工
事

を
行
う
た
め
、
貸
出
施
設
を
休
館
し
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
証
明
・
届
出
・
税
金
の
納
付

等
窓
口
は
、
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

【
施
設
利
用
団
体
の
方
へ
】

　

期
間
中
は
他
施
設
を
ご
利
用
下
さ

い
。
抽
選
予
約
の
参
加
に
は
、
ホ
ー
ム

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
変
更
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

【
図
書
館
・
ふ
れ
あ
い
け
や
き
館
（
高

齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
ご
利
用
の
方

へ
】

　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
後
日
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

□問
 

町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
11
７
２
４

・
５
６
５
６
、
堺
市
民
セ
ン
タ
ー
11
７

７
４
・
０
０
０
３

　

町
田
市
特
産
の
禅
寺
丸
柿
で
造
っ
た

柿
ワ
イ
ン
「
禅
寺
丸
」
が
今
年
も
市
内

の
酒
屋
さ
ん
で　

月
１
日
か
ら
一
斉
に

１２

販
売
さ
れ
ま
し
た
。
甘
み
も
す
っ
き
り

と
香
り
豊
か
な
ワ
イ
ン
に
仕
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　

生
産
本
数
限
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
酒
販
組
合
加
盟
の
酒
屋
さ
ん
で
早
め

に
ご
購
入
下
さ
い
。

　

価
格
は
１
本
７
２
０　

１
２
９
０
円

ml

で
す
。

□問
 

町
田
酒
販
組
合
11
７
２
２
・
１
１
５

０
、
町
田
市
農
業
振
興
課
11
７
２
４
・

２
１
６
６

堺
市
民
セ
ン
タ
ー
休
館
の
お
知
ら
せ

柿
ワ
イ
ン
「
禅
寺
丸
」
新
酒
発
売

サ
レ
ジ
オ
高
専

（
町
田
市
小
山
ヶ
丘
）

吹
奏
楽
部

　

ジ
ャ
ズ
・
ラ
テ
ン
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
・

映
画
音
楽
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

内
容
で
す
。

　

直
接
町
田
市
民
ホ
ー
ル
へ
お
い
で
下

さ
い
。

１
月　

日（
土
）

１３

午
後
４
時
開
演　

入
場
無
料
（
全
席
自
由
、
先
着
順
）

日
本
大
学

第
三
高
等
学
校

吹
奏
楽
部

　

「
和
の
精
神
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
一

年
間
が
ん
ば
っ
て
き
た
生
徒
達
の
演
奏

を
聴
き
ま
し
ょ
う
！

　

直
接
町
田
市
民
ホ
ー
ル
へ
お
い
で
下

さ
い
。

１
月　

日（
土
）

２７

午
後
４
時　

分
開
演

３０

入
場
無
料
（
全
席
自
由
、
先
着
順
）

演

奏

会

演

奏

会

　

吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
 

ま
ち
だ
2
0
0
6－

0
7

in

※
「
多
摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体
験
塾
」
は
、

東
京　

市
町
村
の
共
同
事
業
で
す
。　
　

３９


